
平成24年度　茅ヶ崎市公共下水道事業会計の決算状況について

　（単位：百万円）

【収益的収入支出（税抜）】 【資本的収入支出（税込）】

（単位：千円） （単位：千円）

借入額・償還額 　　残高

本市では、下水道事業の経営及び財政状況の明確化並びに新たな経営基盤の確立のため、平成24年4月1日より会計

方式を従来の「官公庁会計」から「公営企業会計」へと移行しました。

ここでは平成24年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計の決算の概要についてお知らせいたします。

日々の経営活動に係る収益的収入及び支出（家計に例えると、給料と生活費）は総収益4,545,746,416円（消費

税及び地方消費税抜）に対し、総費用4,327,522,310円（消費税及び地方消費税抜）となった結果、

218,224,106円の純利益をあげることとなりました。

一方、下水道施設の整備等に係る資本的収入及び支出（家計に例えると、住宅ローンと住宅等の購入）は企業債、

国庫補助金等2,284,053,370円（次年度繰越財源を除く）を財源として、建設改良費、企業債償還金

4,174,978,140円を支出し、不足額1,890,924,770円は内部留保資金等で補てんしました。

決算の概要

公共施設の建設事業は、単年度に

多額の費用を要するため、企業債

（地方債）を発行することにより資

金を調達し、事業の執行を確保して

います。

また、企業債の発行は、将来、そ

の施設を利用することにより便益を

受ける後世代の住民との間で、世代

間の負担を公平にする目的も含まれ

ています。

平成24年度には約1,523百万円

（次年度繰越財源を含む）の企業債

を発行する一方で、約1,928百万円

を償還した結果、企業債残高は405

百万円減少し、約36,082百万円と

なりました。

企業債の状況

35,400

35,600

35,800

36,000

36,200

36,400

36,600

36,800

37,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H20 H21 H22 H23 H24

償還額

借入額

残高

維持管理費

1,556,030

下水道使用料

2,630,363

一般会計繰入金

1,871,608

その他

43,775

企業債利息

987,856

減価償却費

1,756,593

その他

27,043

当期純利益

218,224

収入合計

4,545,746
支出合計

4,327,522

建設改良費

2,247,413

企業債償還金

1,927,565

企業債

1,445,300

一般会計繰入金

205,392

国庫補助金

619,434

補てん財源

1,890,925

その他

13,927

支出合計

4,174,978

収入合計

2,284,053


